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Ⅰ 幼稚園等新規採用教員研修実施要項 
 

１ 目的 

この新規採用教員研修は、市（名古屋市を除く。以下同じ）町立幼稚園、市町立幼稚園型認定こど

も園（以下「公立幼稚園」という）、市町村立幼保連携型認定こども園（以下「公立幼保連携型認定

こども園」という）（以下「公立幼稚園等」という）の新規採用教員に対して、教育公務員特例法附

則第５条の規定に基づき、公立幼稚園等の教育水準の維持向上を図るため、現職教育の一環として、

その職務の遂行に必要な事項に関する研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知

見を得させることを目的とする。 

私立幼稚園、私立幼稚園型認定こども園及び私立幼保連携型認定こども園（以下「私立幼稚園等」

という）にあっては、教育職員養成審議会答申（昭和 62年 12月 18日）を踏まえ、新規採用教員に

対して、この目的に準じて研修を行うこととする。 

２ 対象教員 

(1) 新規採用教員研修の対象となる新規採用教員（以下「新任教員」という）は次の各号のいずれか

に該当する者とする。 

ア 公立幼稚園等の新任教員 

イ 私立幼稚園等の新任教員 

ただし、次の各号のいずれかに該当する者を除く。 

ア 臨時的に任用された者 

イ 教諭、保育教諭、助教諭又は講師（常時勤務の者に限る）として国立、公立又は私立の学校

（大学及び高等専門学校を除く）において引き続き１年を超える期間を勤務したことがある者

で、任命権者が教諭の職務の遂行に必要な事項についての知識又は経験の程度を勘案し、当該

研修を実施する必要がないと認める者 

(2）公立幼稚園等及び私立幼稚園等（以下「幼稚園等」という）の設置者は、その所管する幼稚園等

の新任教員について年間研修実施計画に従い、新規採用教員研修を受けさせるものとする。 

３ 研修内容 

新規採用教員研修の内容は、次のとおりとする。 

(1) 公立幼稚園等の新任教員は、園外において総合教育センター等における研修を９日間受けるもの

とする。 

(2) 公立幼稚園の新任教員は、園内において、研修指導員の指導及び助言による研修を１０日間受け

るものとする。 

(3) 公立幼保連携型認定こども園の新任教員は、園内において、研修インストラクターの指導及び助

言による研修を１０日間受けるものとする。 

(4) 私立幼稚園等の新任教員は、園外における研修及び園内において園長等の指導及び助言による研

修を受けるものとする。 

４ 研修指導員及び研修インストラクター（以下「研修指導員等」という） 

(1) 愛知県教育委員会は、研修指導員を非常勤講師として採用し、市町教育委員会の要請に応じて公
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立幼稚園へ派遣するものとする。 

(2) 研修インストラクターは、愛知県福祉局子育て支援課が実施する研修を受講するものとする。 

(3) 研修指導員等は、園内研修において新任教員に対し指導及び助言を行うものとする。 

(4) 研修指導員等の身分及び給与その他の勤務条件は、別に定める。 

５ 年間研修計画 

(1) 愛知県教育委員会は、愛知県福祉局子育て支援課及び愛知県県民文化局学事振興課私学振興室と

協議の上、年間１９日間の年間研修計画を作成する。 

(2) 年間研修計画においては、「３ 研修内容」に定める事項のほか、園外における研修及び園内に

おける研修に関する項目及び実施時期その他必要な事項を定めるものとする。 

(3) 幼稚園等の設置者は、愛知県教育委員会が作成する年間研修計画に基づき、地域の実情に配慮し

て所管する幼稚園等における年間研修実施計画を作成するものとする。 

(4) 幼稚園等においては、幼稚園等新規採用教員研修として行われる研修のほか当該園長等の教員に

よる指導等を行い、新任教員がその職務を遂行するに当たって必要な事項が習得されるように配慮

するものとする。 

６ 年間指導計画  

園長は、年間研修実施計画に基づき、教職員組織や園内の状況等に配慮し、当該園における年間指

導計画を作成するものとする。 

この場合、園外における研修との関連に配慮して、園内における指導及び助言による研修の項目及

び時期その他必要な事項を定めるものとし、研修日は、あらかじめ年間指導計画に組み入れるものと

する。 

この場合、新任教員に対して保育実践に関わる指導が十分に行われるよう配慮するものとする。 

７ 公立幼稚園等における研修指導員等を中心とする園内体制  

(1) 公立幼稚園等における研修指導員等は園長の指導の下に、年間指導計画に従い、新任教員に対し

て指導及び助言を行うものとする。 

(2) 園長は、年間指導計画に従い、研修内容に応じて、新任教員の指導及び助言に当たるものとする。 

(3) 園長以外の教員は、園長の指導の下に年間指導計画に従い、研修指導員等と連携しつつ、新任教

員の指導及び助言に当たるものとする。 

(4) 研修指導員等は、園長及び教員による新任教員に対する指導及び助言の状況を把握し、年間を通

して系統的かつ組織的な研修が行われるようにしなければならないものとする。 

(5) 園長は、研修指導員等を援助するため、園全体としての協同的な体制を確立するものとする。 

８ 私立幼稚園等における園長等を中心とする園内体制 

(1) 私立幼稚園等における園長は、年間指導計画に従い、研修内容に応じて、新任教員に対して指導

及び助言を行うものとする。 

(2) 園長以外の教員は、園長の指導の下に年間指導計画に従い、新任教員の指導及び助言に当たるも

のとする。 
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９ 年間指導計画書及び年間指導報告書、園外研修実施報告書の提出 

(1) 園長は、当該園における年間指導計画書及び年間指導報告書、園外研修実施報告書を、公立幼稚

園にあっては、所管の市町教育委員会へ、公立幼保連携型認定こども園にあっては、所管の市町村

長部局へ、私立幼稚園等にあっては、当該園の設置者へ、それぞれ提出するものとする。 

 (2) 前項により提出された年間指導計画書及び年間指導報告書、園外研修実施報告書を、市町教育委

員会・市町村長部局・私立幼保連携型認定こども園の設置者にあっては愛知県教育委員会へ、私立

幼稚園等の設置者にあっては、愛知県県民文化局学事振興課私学振興室へ提出するものとする。 

 

 附 則 

この要項は、平成４年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要項は、平成１２年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要項は、平成１６年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要項は、平成１８年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要項は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和３年１月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和８年４月１日から施行する。 
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Ⅱ 幼稚園等新規採用教員研修「年間研修計画」 
 

１ ねらい 

幼稚園等の新規採用教員に対して、その職務の遂行に必要な事項に関する研修を実施し、実践

的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得させる。 

 
２ 年間研修項目 

研修 

領域 
園外研修項目 園内研修項目 

①
基
礎
的
素
養 

a. 公教育と使命 

b. 教員の服務と心構え 

c. 教職観 

d. 幼児教育の基本 

e. 幼児教育において育みたい資質・能力 

f. 人権教育 

g. 小学校教育との接続 

h. 特別な配慮を必要とする幼児への指導 

i. 園における危機管理 

j. 体験的研修 

k. 自己成長 

 公務員の服務 

 幼児教育の目標・教育方針 

 地域の理解と活用 

 健康安全指導 

②
教
育
課
程 

l. 教育課程、教育及び保育内容に関する全体

的な計画の役割と編成 

m. 指導計画の作成 

n. 環境を通して行う教育 

o. 保育参観と研究保育 

p. 園具、教具、視聴覚教材等の活用 

 教育要領、教育・保育要領の理解 

 教育課程、教育及び保育内容に関する

全体的な計画の理解 

 週案・日案の作成 

 環境の構成の考え方 

 指導の実際（登降園時の指導） 

 指導の実際（園具・遊具等の工夫） 

 指導の実際（遊びや生活の仕方） 

 保育の展開と反省・評価 

 教育時間終了後等に行う教育活動 

 子育ての支援 

③
学
級
経
営 

q. 学級経営の意義 

r. 家庭や地域社会との連携 

 学級経営の進め方 

 学級事務の進め方 

 保護者理解と家庭との連携 

 行事の考え方と取組 

④
幼
児
理
解 

s. 幼児の発達の理解 

t. 幼児理解に基づいた評価 

 幼児理解と教員の関わり方 

 特別な配慮を必要とする幼児の理解と

教員の援助 

 指導の実際（幼児理解と教員の関わり

方） 

 記録の取り方と評価の考え方 

※領域は文部科学省の幼稚園新規採用教員研修に関する文部省モデル（平成１６年３月）に基づい

て記載。   
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３ 園外研修の年間研修計画モデル 

回 実施時期 領域・項目 研修概要 

１ 4月下旬 

①・a 「教育公務員としての自覚」 

①・b 「教職員としての生き方」 

①・b 「社会人としてのマナー」 

①・c 「期待される保育者になるために」 

２ 7月上旬～7月中旬 

①・d 

①・e 

「幼稚園等における教育の基本」 

「幼稚園等の教育において育みたい資質・能力」 

②・n 「遊びの捉え方と環境の構成」 

３ 7月下旬～8月上旬 

②・l・m 

③・q 

④・s・t 

「教育課程等と指導計画」 

「学級経営の基本」 

「幼児の発達の理解と幼児理解に基づいた評価」 

②・p 「体を動かすことを楽しむ遊びや表現活動」 

４ 7月下旬～8月上旬 
②・p 「自然物を使っての遊びや制作」 

②・p 「視聴覚教材の活用」 

５ 8月中 

①・i 

①・j 

「校外学習の安全管理体制の整備に向けて」 

「特別活動 人間作りのグループワーク」 

 

①・e 

①・e 

①・j 

①・i 

選択研修（２講座） 

「教室から広がるＳＤＧｓ①」 

「教室から広がるＳＤＧｓ②」 

「集団体験活動（レクリエーション教室）」 

「防災教育について」 

６ 8月中 

①・i 「園における危機管理」 

①・f 「人権教育について」 

①・c 「魅力ある保育者を目指して」 

②・p 「保育に生かせる遊び①」 

7 8月中 
②・p 「保育に生かせる遊び②」 

①・k 「１学期の振り返りと２学期に向けて」 

８  10月下旬  

②・o 「保育参観」  

①・g 「授業参観」  

②・o 「保育内容や方法」「環境の構成」「教員の援助」 

９  

  

  

2月上旬 

①・h 「特別な配慮を必要とする幼児の理解」 

①・g 「小学校教育との接続」 

③・r 「家庭との連携」 

①・k 新規採用教員研修の総括「１年間を振り返って」 

①・k 「１年間を振り返って」の発表 

①・k 「今後の成長を願って」 

※領域・項目の欄は、２「年間研修項目」表内の記号を示す。  
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４ 園内研修の年間研修計画モデル 

回数 実施時期 
領 

域 
研修項目 研修時間数 

１ ５月下旬 

① 幼稚園教育の目標・教育方針 

５時間以上 ① 教員の服務 

② 週案・日案の作成 

２ ６月 
③ 学級経営の進め方 

５時間以上 
② 指導の実際（登降園時の指導） 

３ ７月 
④ 幼児理解と教員の関わり方 

５時間以上 
② 指導の実際（園具・遊具等の工夫） 

４ ９月 
② 教育要領・教育課程の理解 

５時間以上 
① 健康安全指導・園舎内外の安全指導 

５ １０月 
③ 行事の考え方と取組 

５時間以上 
④ 特別な配慮を必要とする幼児の理解と教員の援助 

６ １１月 
③ 学級事務の進め方 

５時間以上 
② 指導の実際（遊びや生活の仕方） 

７ １２月 
① 地域の理解と活用 

５時間以上 
② 指導の実際（遊びや生活の工夫） 

８ １月上旬 
② 環境の構成と考え方 

５時間以上 
③ 指導の実際（保護者への関わり方） 

９ １月下旬 
③ 保護者の理解と家庭との連携 

５時間以上 
② 指導の実際（保育の展開と反省・評価） 

１０ ２月 
④ 記録の取り方と評価の考え方 

５時間以上 
④ 指導要録記入の観点 

※園内研修の年間研修計画モデルの利用に当たっての留意事項 

・園内研修の年間指導計画作成に当たっては、保育指導が十分行えるように配慮する。 

・研修項目については、例示してある項目を組み合わせたり、必要に応じて加除したりするなど、新 

任教員や園あるいは地域の実情に応じて工夫する。 

・研修項目の実施時期については、例示してある実施時期にとらわれることなく研修の適時性を重視 

する。 

・研修項目を実施するに当たっての所要時間は、それぞれの内容に応じて適切に設定する。 

・研修効果を高めるため、園外研修の内容との関連を図れるように研修を計画する。 
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Ⅲ 公立幼稚園等新規採用教員研修「年間研修計画」作成要領 
 

１ 総則 

(1) 愛知県教育委員会は、手引Ｐ４の「年間研修項目」を基に、創意工夫を行い、年間研修計画を

作成するものとする。 

(2) 年間研修計画の作成に当たっては、設置者における年間研修実施計画及び園における年間指

導計画が教職員組織や地域の実情に応じて作成できるように配慮するものとする。 

２ 園外における研修及び園内における研修 

(1) 方法 

市（名古屋市を除く。以下同じ）町立幼稚園、市町立幼稚園型認定こども園（以下「公立幼稚

園」という）、市町村立幼保連携型認定こども園（以下「公立幼保連携型認定こども園」という）

（以下「公立幼稚園等」という）の新任教員は原則として１年間、園外において総合教育センタ

ー等における研修を受けるとともに、園において研修指導員または研修インストラクター及び園

長等を中心とする指導及び助言による研修を受けるものとする。 

(2) 日数 

ア 公立幼稚園等の新任教員は、園外において総合教育センター等における研修を９日間受ける

ものとする。 

イ 公立幼稚園の新任教員は、園内において、研修指導員の指導及び助言による研修を１０

日間受けるものとする。 

ウ 公立幼保連携型認定こども園の新任教員は、園内において、研修インストラクターの指導

及び助言による研修を１０日間受けるものとする。 

(3) 内容 

ア 研修内容については、新任教員の必要性等に応じて精選・重点化を図るとともに、保育の展

開や進度及び教員の指導力の状況等に応じて適時性と系統性をもたせるようにするものとする。 

イ 園外における研修及び園内における研修は、基礎的素養、教育課程等、学級経営、幼児理解

を養うための事項について実施するものとする。この場合、園外における研修と園内における

研修相互の関連を図るため、研修の計画及び実施に配慮するものとする。 

(4) 園外における研修 

園外においての、総合教育センター等における研修は、講義・演習及び実技指導等を行うとと

もに、他園の参観を含めた体験等を行うものとする。 

(5) 園内における研修 

ア 園長は、愛知県教育委員会が作成する年間研修計画並びに設置者が作成する年間研修実施計

画に基づき、教職員組織や園内の状況、各新任教員の状況等に配慮し、当該園における年間指

導計画を作成するものとする。 

イ 研修指導員等は園長の指導の下に、年間指導計画に従い、新任教員に対して指導及び助

言を、年間１０日間５０時間以内で行うものとする。 

ウ 園長は、年間指導計画に従い、研修の項目に応じて、新任教員の指導及び助言に当たる

ものとする。 

エ 園長以外の教員は、園長の指導の下に年間指導計画に従い、研修指導員等と連携しつつ、

新任教員の指導及び助言に当たるものとする。 

オ 研修指導員等は、園長及び教員による新任教員に対する指導及び助言の状況を把握し、

年間を通して系統的かつ組織的な研修が行われるようにしなければならないものとする。 
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Ⅳ 公立幼稚園等新規採用教員研修「年間研修計画」 

１ 園外における研修 

(1) 公立幼稚園等の新規採用教員に対して、幼稚園等新規採用教員研修「年間研修計画」に基づ

き、愛知県総合教育センター等で９日間実施する。 

(2) 年間研修計画 

回 期日 曜 領域・項目 研修内容 形態 会場 

1 4/17 金 

  挨拶：県教育長 【開講行事】 

オンラ

イン 

①・a 「教育公務員としての自覚」 【講義】 

①・b 「教職員としての生き方」 【講演】 

①・b 「社会人としてのマナー」 【講義】 

①・c 「期待される保育者になるために」 【講義】 

①・k 研修のまとめ   

2 7/3 金 

①・d 

①・e 

「幼稚園等における教育の基本」 

「幼稚園等の教育において育みたい資質・能力」 
【講義】 総合教

育セン

ター 
②・n 「遊びの捉え方と環境の構成」 【講義・実習】 

①・k 研修のまとめ  

3 7/24 金 

②・l.m 

③・q 

④・s.t 

「教育課程等と指導計画」 

「学級経営の基本」 

「幼児の発達の理解と幼児理解に基づいた評価」 

【講義・協議】 総合教

育セン

ター ②・p 「体を動かすことを楽しむ遊びや表現活動」 【講義・実習】 

①・k 研修のまとめ   

4 7/28 火 

②・p 「自然物を使っての遊びや制作」 【講義・実習】 総合教

育セン

ター 

②・p 「視聴覚教材の活用」 【講義・実習】 

①・k 研修のまとめ   

5 8/5 水 

①・i 「校外学習の安全管理体制の整備に向けて」 【講義】 

総合教

育セン

ター 

①・j 「特別活動 人間関係づくりのグループワーク」 【実習】 

 

①・e 

①・e 

①・j 

①・i 

【選択研修（２講座選択）】 

「教室から広がるＳＤＧs①」 

「教室から広がるＳＤＧs②」 

「集団体験活動（レクリエーション教室）」 

「防災教育について」 

【実習・演習】 

①・k 研修のまとめ  

6 8/20 木 

①・i 「園における危機管理」 【講義】 

総合教

育セン

ター 

①・f 「人権教育について」 【講義】 

①・c 「魅力ある保育者を目指して」 【協議】 

②・p 「保育に生かせる遊び①」 【実習】 

①・k 研修のまとめ  

7 8/21 金 

②・p 「保育に生かせる遊び②」 【実習】 総合教

育セン

ター 

①・k 「１学期の振り返りと２学期に向けて」 【協議】 

①・k 研修のまとめ  

8 10/27 火 

②・o 「保育参観」  
こども

園・園

と隣接

する小

学校 

①・g 「授業参観」  

②・o 「保育内容や方法」「環境の構成・教員の援助」 【協議】 

②・o 「環境の構成・教員の援助」 【講義】 

①・k 研修のまとめ  

9 2/5 金 

①・h 「特別な配慮を必要とする幼児の理解」 【講義】 

①・g 「小学校教育との接続」 【講義】 
総合教

育セン

ター 

③・r 「家庭との連携」 【講義】 

①・k １年間の振り返り・発表 【閉講行事】 

①・k 挨拶・「今後の成長を願って」 【閉講行事】 

※領域・項目の欄は、手引Ｐ４の「年間研修項目」表内の記号を示す 

※開催通知はそのつど出さないので、年間計画に従って出席する。 

※総合教育センターでの研修は原則、受付＝９：００～９：２５ 開始＝９：３０とする。 
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 但し、第７回は受付＝１３：００～１３：２５ 開始＝１３：３０とする。 

※第５回は、幼・小・養護教諭・栄養教諭が合同で行う。 

※ 幼稚園教育要領解説または幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説、「すてきな先生に

なるための初めの一歩～幼稚園等新規採用教員研修用テキスト～」、名札を毎回持参する。 

(3) 主なねらい 

回 ねらい 

（開講行事） 

第１回 

・保育者となり、自分を磨く努力をすることの大切さや、社会人としての自覚と広い視野

をもつことの大切さを理解する。 

・社会人としての心得を学び、確認する。 

・幼児、保護者、地域の方、職員から信頼してもらえるよう、保育者として必要な専門性

や、大切な心構えを学ぶ。 

第２回 

・幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の趣旨に基づき、幼稚園等に

おける教育の基本について理解を深める。 

・幼稚園等の教育において育みたい資質・能力について理解を深める。 

・遊びの楽しみ方や広がりの多様性について理解し、環境の構成の仕方について考える。 

第３回 

・教育課程等と指導計画とのつながりを理解し、週案及び日案を立案する際に視点とする

幼児の姿や「ねらい」「内容」等について学ぶ。 

・学級経営の基本を理解し、教育課程等や運営に必要な立案とのつながり、それに伴う振

り返りについて学び、自身の保育とつなげて考える。 

・日々の保育の中で表す幼児の姿から「幼児の発達」を理解し、個に応じた対応を考える。 

・保育者自身の指導の過程を振り返りながら幼児理解を進め、幼児一人一人のよさや可能

性を把握し、指導の改善、評価に生かす基本的な考え方や方法について学ぶ。 

・体を動かして遊ぶことを体験しながら、体を動かすことを心地よく感じさせる環境の構

成や展開の方法・援助・幼児なりの表現の捉え方について学ぶ。 

第４回 
・自然物などの教材の多面的な扱い方や遊びに取り入れる方法を学ぶ。 

・絵本・パネルシアター等の視聴覚教材を効果的に提示したり扱ったりする方法を学ぶ。 

第５回  

・各種の教育的経験を通して、教育活動に対する意義の認識と指導力の向上を図るととも

に、教員同士の相互交流を深める。 

・異校種の初任者と交流しながら、体験活動を通して表現力・コミュニケーション力・協

調性・協同性等を身に付ける。 

第６回 

・幼児が安全で安心して過ごせるための園における危機管理について学ぶ。 

・園での人権教育を理解する。 

・保育を振り返る中で、成果や反省、改善点を見つけ、保育者としての資質向上に努める。 

・遊びの体験実習を通して、保育の技術を身に付ける。 

第７回 

・協議などを通して、活動の場面に応じた環境の構成の仕方について理解を深め、実践的

な指導力を身に付ける。 

・１学期を振り返り、保育の悩みを共有したり、他の受講生と意見交換をしたりして、２

学期からの保育に生かせる手立てを見つける。 

第８回 
・環境の構成や幼児との関わり方について、実際に保育活動及び小学校第１学年の授業を

参観して保育内容や方法を学ぶ。 

第９回 

（閉講行事） 

・特別な配慮を必要とする幼児の姿の理解を深め、幼児一人一人に合った支援や環境の構

成の大切さを知り、保育の在り方を見直す。 

・小学校教育との接続について理解を深める。 

・園と家庭での教育の重要性を学び、保護者等のさまざまな対応の仕方を理解する。 

・１年間を振り返り、自分自身の保育を見つめ直したり、成長を感じたりし、次年度への

課題を見つけていく。 

２ 園内における研修 

(1) 年間１０日間の研修指導員等の指導を核にして全園指導体制の下に、５０時間以上実施

する（研修指導員等による園内研修は、年間１０日間５０時間以内で実施）。 

研修の実施に当たっては、愛知県教育委員会が作成する年間研修計画並びに設置者が作成す

る年間研修実施計画に基づき、各園・各新任教員の実情に合わせて、当該園が年間指導計画を

作成する。作成に当たっては、６ページの「４ 園内研修の年間研修計画モデル」の実施時期

と研修項目を参考にして、効果的で充実したものになるように努める。 
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Ⅴ 公立幼稚園等新規採用教員研修の書類作成について 

 

１ 受講前の提出書類について 

(1) 年間指導計画の作成 

ア 愛知県教育委員会が作成する年間研修計画並びに設置者が作成する年間研修実施計画を参考

にして各園の実態に合わせて年間指導計画を立てる。 

イ 公立幼稚園等は、研修指導員等による園内研修を、年間１０日間５０時間以内で実施するも

のとする。 

ウ 公立幼稚園等は、園長等による園内研修を、年間指導計画に従い、研修の項目に応じて実

施するものとする。 

エ 年間指導計画書（様式１）については、「幼稚園等新規採用教員研修実施要項」に基づき、園

長が作成・報告するものとする。 

(2) 提出先と期限 

作成書類 年間指導計画書（様式１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 受講後の提出書類について 

(1) 園外研修実施報告書 

ア 作成のねらい 

① 園内における個々の研修と県が行う園外研修に関連性をもたせ、新規採用教員研修のい

っそうの充実を図る。 

② 新規採用教員研修に対する意識を高めるとともに、各園での支援体制を促し、教員の資

質・能力向上を目指す。 

 

幼稚園・幼稚園型認定こども園 幼保連携型認定こども園 

市教育委員会または市町長部局 

 

市長部局 

 

※３部      令和８年５月７日（木）     ※２部  

※２部      令和８年５月１５日（金）         

教育事務所 

 
※１部       令和８年５月２９日（金）    ※１部 

愛知県総合教育センター 
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イ 作成の手順 

① 毎回受講前に園外研修実施報告書（様式２）の「園外研修前に記入」欄に記入する。 

・受講する研修について学びたいことの要点を「研修に向けて」の欄に記入して園長等

に報告し、受講の心構え、視点等の助言を受ける。 

・園長等から指導を受けた内容を要約して、「事前指導」の欄に記入する。 

② 園外研修を受ける。 

③ 研修後は、園にて報告（報告会の実施等）し、園内で研修成果を共有する。 

④ 「自分が取り入れたいこと」の欄を記入して園長に提出し、指導を受ける。 

ウ 提出先と提出期限 

作成書類 園外研修実施報告書（様式２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

幼稚園・幼稚園型認定こども園 幼保連携型認定こども園 

市教育委員会または市町長部局 

 

市長部局 

 

教育事務所 

 

第１回から４回 令和８年  ８月１８日（火） 

第５回から８回 令和８年１１月 ６日（金） 

※３部 第９回     令和９年  ２月１５日（月） ※２部 

第１回から４回 令和８年  ８月２５日（火） 

第５回から８回 令和８年１１月１３日（金） 

※２部  第９回     令和９年  ２月２２日（月） 

第１回から４回 令和８年  ９月  １日（火） 

第５回から８回 令和８年１１月２０日（金） 

※１部  第９回     令和９年  ３月 １日（月） ※１部 

愛知県総合教育センター 
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(2) 年間指導報告の作成 

ア 年間指導報告書（様式１）については、「幼稚園等新規採用教員研修実施要項」に基づき、園

長が作成・報告するものとする。 

イ 提出先と期限 

作成書類 年間指導報告書（様式１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園・幼稚園型認定こども園 幼保連携型認定こども園 

市教育委員会または市町長部局 

 

  ※３部      令和９年３月１日（月）     ※２部 

 

※２部    令和９年３月５日（金）      

市長部局 

教育事務所 

 
※１部   令和９年３月１２日（金）    ※１部 

愛知県総合教育センター 



様式１（記入例）

令和８年度　公立幼稚園等新規採用教員研修年間指導（計画・報告）書

市町名

園名

記入責任者

新任教員氏名

指導者 指導時間数

職名 氏名 研修指導員等 園長 その他の教員

1 4/○ 金 ①
研修（出張）を受けるに当たって
教育公務員としての心構えと服務
市町の幼稚園教育の目標・教育方針

園長 ○○　○○ 3

2 5/○ 月 ① 幼児教育の基本、教員の役割について 指導員等 ○○　○○ 5

3 5/△ 火 ② 週案・日案の作成、学級経営 指導員等 ○○　○○ 5

4 6/○ 金 ② 指導計画の読み取り方と指導の実際 指導員等 ○○　○○ 5

5 6/△ 水 ① 危機管理（避難訓練・教育環境） 主任 ○○　○○ 2

6 6/□ 月 ④ 幼児理解と教員の関わり方 指導員等 ○○　○○ 5

7 6/▽ 火 ③ 保護者の理解と家庭との連携 園長 ○○　○○ 2

8 7/○ 木 ② 園内研究の進め方と事例検討 主任 ○○　○○ 2

9 7/△ 水 ② 環境の構成の考え方 指導員等 ○○　○○ 5

10 7/□ 木 ③ 行事の考え方と取組について 主任 ○○　○○ 3

11 9/△ 月 ①
幼児期の終わりまでに育ってほしい１０
の姿の見方・考え方

指導員等 ○○　○○ 5

12 10/○ 月 ② 指導の実際（保育の展開と評価） 主任 ○○　○○ 3

13 10/△ 火 ① 幼保小連携について 園長 ○○　○○ 1

14 11/○ 金 ②
幼児理解と遊び理解を基にした環境の構
成・教材の工夫

指導員等 ○○　○○ 5

15 11/△ 水 ①
１０の姿を通しての小学校教育との円滑
な接続

指導員等 ○○　○○ 5

16 12/○ 月 ② 食育と給食指導について 主任 ○○　○○ 1

17 12/△ 火 ③ 劇遊びの考え方と進め方 指導員等 ○○　○○ 5

18 1/○ 木 ② 幼児の表現活動について 主任 ○○　○○ 2

19 1/△ 水 ④ 記録の取り方と評価の考え方 園長 ○○　○○ 2

20 2/○ 木 ④ 記録の活用と指導要録について 指導員等 ○○　○○ 5

実施日数 10 4 6

実施時間合計 50 8 13

実施日数（日）

10

4

6

20

記入上の注意事項
※ 一日の指導時間数が勤務時間を超えないよう注意する。
※

※ 研修指導員等の指導は年間１０日間５０時間以内で実施する。

○○市

○○市立○○幼稚園

園長　○○　○○

○○　○○

回
数

月日 曜 研修内容
領
域

研修指導員等とは、要請のあった公立幼稚園に愛知県教育委員会から派遣される研修指導員と、愛
知県福祉局子育て支援課が認める研修インストラクターのことを示す。公立幼稚園は指導者職名が
研修指導員となり、幼保連携型認定こども園は研修インストラクターとなる。

愛知県福祉局子育て支援課が認める研修インストラクターと園長が同一の場合は、研修インストラ
クターとしての指導と、園長としての指導を分けて計算し、記入する。

項　　目

研修指導員等

園　長

その他の教員

年間合計

13

71

指導時間数（時）

50

8

領域は「年間研修項目」（手引Ｐ４）を参考に入力する。

曜日・領域・職名はプルダウン

リストから選択する。

13



様式１

令和８年度　公立幼稚園等新規採用教員研修年間指導（計画・報告）書 

市町名

園名

記入責任者

新任教員氏名

指導者 指導時間数

職名 氏名 研修指導員等 園長 その他の教員

実施日数 0 0 0

実施時間合計 0 0 0

実施日数（日）

0

0

0

0

回
数

月日 曜 研修内容
領
域

項　　目

研修指導員等

園　長

その他の教員

年間合計

0

0

指導時間数（時）

0

0

14



様式２（記入例） 
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令和８年度 公立幼稚園等新規採用教員研修園外研修実施報告書 

園 

外 

研 

修 

前 

に 

記 

入 

研修者 

№ 
 

研修月日 

研修内容 

月    日（   ） 

（             ） 

研修に 

向けて 

○この研修で学びたいことについての要点を研修者が記入する。  

例：・新規採用教員として必要な姿勢を学びたい。 

   ・園児や保護者との信頼関係をどう築いていくとよいかを知りたい。 

事 前 

指 導 

○研修項目に対し、どのような視点で研修を受けるとよいか、園長・主任

等から指導を受け、要点を研修者が記入する。 

 例：・幼稚園教育要領に示されている理念や幼稚園教育の基礎として重

視することは何か等について学んでくるよう助言を受けた。 

園 

外 

研 

修 

後 

に 

記 
入 

研 修 

報 告 

実施日 

月  日（  ） 報告方法 

口頭で  園内研究会  紙面回覧で 

その他 

（               ） 

報 告 

内 容 

○事前指導の視点に対応して、またはそれ以外に研修で学んだ点について、

簡潔に要点を研修者が記入する。 

 例：・公務員は、信頼されて仕事を任せられているということを常に心

にとどめておかなければならないことを痛感させられた。 

   ・学校（園）は人間関係を学ぶ場で大切な役割を担う場であること

に改めて気付かされた。 

自分が 

取り入 

れたい 

ことね 

○研修者が簡潔に要点を記入する。 

 例：・社会人としての責任をもち、行動したい。 

   ・失敗を恐れず、何事にも積極的にチャレンジし、明るく元気に保

育をしたい。    

指導助言 

○研修者の研修についての成果を園長が評価し、指導助言・今後の課題等を園長が記

入する。 

 例：・新規採用教員研修での学びを生かし、目の前の子どもたちに向き合う中で、

自分がやりたい、やってみたいと思ったことに挑戦し、振り返りをし、また

やってみるという姿勢を大切にしてほしい。 

研修に対する意見・要望（本人・園長等記入可） 

    ※ 研修をより効果のあるものにするための意見・要望を具体的に記入する。 

      例：・視覚教材を使った講義や、講師の実際の保育場面紹介など新任教員に理

解しやすい内容だった。 

 

 



様式２ 
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令和８年度 公立幼稚園等新規採用教員研修園外研修実施報告書 

園 

外 

研 

修 

前 

に 

記 

入 

研修者 

№ 
 

研修月日 

研修内容 

月    日（   ） 

（             ） 

研修に 

向けて 

 

事 前 

指 導 

 

園 

外 

研 

修 

後 

に 
記 

入 

研 修 

報 告 

実施日 

月  日（  ） 報告方法 

口頭で  園内研究会  紙面回覧で 

その他 

（               ） 

報 告 

内 容 

 

自分が 

取り入 

れたい 

ことね 

 

指導助言 

 

 

 

 

研修に対する意見・要望（本人・園長等記入可） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度公立幼稚園等新規採用教員研修の手引 
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